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１．事業概要 1

至剣山

至国道１９２号

平面図

貞光川

宮平トンネル（仮称）

L=810m
端山中央橋
L=80m

蜂須トンネル
L=386m

蜂須１号橋

蜂須２号橋
L=85m

L=95m



凡 例

計画ルート
現道ルート

落石危険箇所

至剣山

幅員狭小・家屋連担

幅員狭小・家屋連担

幅員狭小 線形不良

至国道１９２号

幅員狭小・家屋連担

家屋連担

H22.7.20崩落状況

２．現道の道路交通上の課題
平面図

2

家屋連担

貞光川

宮平トンネル（仮称）

L=810m
端山中央橋
L=80m

蜂須トンネル
L=386m

蜂須１号橋

蜂須２号橋
L=85m

L=95m



H21.4
供用開始

（L=0.23km）

至剣山

H15.12供用開始
（L=1.0km）

H23.1
供用開始

（L=0.14km）
施 工 済

Ｒ７以降予定

３．事業の進捗状況 3

≪進捗率≫
事業費：57％・用地：100％

至国道１９２号
蜂須トンネル

L=386m
宮平トンネル（仮称）

L=810m
端山中央橋
L=80m

蜂須１号橋

蜂須２号橋
L=85m

L=95m

凡 例

全体事業費

前回：70億円 ⇒ 今回：93億円（+23億円）
完成時期
前回：令和7年度 ⇒ 今回：令和12年度（+5年）

・建設資材および労務単価等の高騰

・掘削土の搬出ルートの調整

○前回評価時からの変更点



・環境負荷低減便益
・救急救命率向上便益

0.4億円:
17.6億円:

４．事業評価結果

貨幣価値に表れない整備効果

観光を中心とした産業振興

地域住民の安全・安心の保証

地域防災能力の向上

産
業
振
興

防
災
・
減
災

安
全
・
安
心

■観光地へのアクセス強化
・「にし阿波～剣山・吉野川観光圏」への寄与
・増加する外国人観光客への周遊ルート構築

■安全・安心の確保
・線形不良区間を解消・家屋連担区間を避けた計画

■緊急輸送道路の強化
・緊急輸送道路ネットワークの形成に寄与①従来の

３便益

・走行時間短縮便益
・走行経費減少便益
・交通事故減少便益

計145.3億円
（現在価値化後）

費用 ・事業費
・維持管理費

計148.8億円
（現在価値化後）

計18.0億円
（現在価値化後）

その他便益を含むＢ/Ｃ＝１.1

貨幣価値換算可能な整備効果

②その他
の便益

■災害拠点施設へのアクセス強化
・災害拠点病院、防災拠点へのアクセス性が向上

●道路の走行性が向上
●リダンダンシー確保

4

①＋②
便益

計163.3億円
（現在価値化後）



５．大規模構造物の検証：宮平トンネル（仮称） 5

①構造物の概要

②大規模構造物の費用対効果（Ｂ／Ｃ）

③事業の必要性・重要性

名 称：宮平トンネル（仮称）
諸 元：第３種２級 V=５０km/h L=８１０m W=６．５（９．５）m
事業費：●億円

Ｂ／Ｃ＝０．９

・第２次緊急輸送道路に指定
・能登半島地震での被害事例、南海トラフ地震臨時情報の発表を受け
災害発生時の途絶の回避など、事業の緊急性が増している
・家屋連担区間の迂回による地域内の安全な通行の確保
・観光地へのアクセス向上による地域経済の活性化

⇒必要性・重要性が高まっている

※事業費について、今後の工事発注を見据え非公開にしています



■緊急輸送道路ネットワークの強化

■災害拠点施設へのアクセス強化
・災害拠点病院である町立半田病院など、
災害拠点施設へのアクセス性が向上
地域防災力の向上により、
災害への確実な備えに

・幅員狭小の解消・落石危険箇所の回避
走行性・安全性の向上により、
物資輸送等が円滑に

━ １次緊急輸送道路
━ ２次緊急輸送道路
━ ３次緊急輸送道路

宮平バイパス

■安全・安心の確保
・家屋連担区間内を通過している幅員狭小な
現道を迂回
地域住民の安全性が向上

家屋連担区間の通行状況

物資拠点
（四国三郎の郷）

災害拠点病院
（町立半田病院）

５．大規模構造物の検証：宮平トンネル（仮称） 6

【防災・減災】 災害に強い道路ネットワークの構築

【安全・安心】 地域内の安全な通行の確保

旧一宇村中心部



■観光地へのアクセス強化

高 知 県 那賀町

三好市

つるぎ町

美馬市

東みよし町

上勝町

神山町

吉野川市

剣山

鳴滝

つるぎ町半田支所

つるぎ町

一宇支所

つるぎ町庁舎

一般国道438号 宮平バイパス

ゆうま温泉

・にし阿波～剣山・吉野川観光圏内のアクセス性向上 観光を中心とした地域振興

二層うだつの町並み

旧永井家庄屋屋敷

いやしの温泉郷

夫婦池

岩戸温泉

土釜

ローディーの森

剣山

ラフォーレつるぎ山

奥祖谷二重かずら橋

５．大規模構造物の検証：宮平トンネル（仮称）
【産業振興】 地域経済の活性化
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宮平バイパスより
上流側の定住人口

Ｒ４３８（美馬庁舎管内）
全面通行止 実績

能登半島地震における家屋倒壊の状況

現道の状況（家屋連たん） 現道の状況（石積み）

過去15年間で延べ約400日
（災害による通行止）

通常ルート
約 8 km 12分

迂回ルート
約 100 km 3時間

家屋倒壊による道路の途絶の可能性
つるぎ町民の約１割（754名）への

迅速な支援が困難に
バイパス整備により途絶を回避

５．大規模構造物の検証：宮平トンネル（仮称） 8

●能登半島地震では
家屋倒壊による道路の途絶が多く発生

●本事業区間においては
・狭隘な道路
・築年数の経過した家屋が連たん
・石積みによる造成が多い

能登半島地震における道路途絶発生を受けて

合計754名



③比較案（対策無し ）②比較案（現道拡幅）①現行案（トンネル）対応案

×（離合待ちで渋滞発生）○（改善される）○（改善される）渋滞対策

×（現道の１ルートのみ）×（現道の１ルートのみ）○（現道とバイパスの２ルート）リダンダンシー

－×（迂回路の無い時間通行制限）○（工事用車両の通行程度）工事中の現道交通への影響

－×（家屋移転 20軒以上必要）○（家屋移転不要）地元への影響

××○総合評価

５．大規模構造物の検証：宮平トンネル（仮称） 9

至国道１９２号凡 例

計画ルート

現道ルート

落石危険箇所

宮平トンネル（仮称）
L=810m

貞光川

現道拡幅案における問題点
・現道の１ルートのみでリダンダンシーの確保不可
・家屋移転20軒以上必要

現行案（トンネル）を採用

比較検討表（現行案・比較案）

家屋連担

至剣山

①現行案（トンネル）

②比較案（現道拡幅）

（施工済 ）

（未施工 ）



　 　 　　

　　

３.２５ｍ ３.２５ｍ
０.５ｍ

３.０ｍ７.５ｍ

０.５ｍ

トンネル案（歩道無し）トンネル案（歩道付き）対応案

標準断面図

現道(集落内)通行トンネル内通行自転車・歩行者

事業費

◎○総合評価

８.０ｍ

３.２５ｍ ３.２５ｍ
０.７５ｍ ０.７５ｍ

　 　 　　

　

５．大規模構造物の検証：宮平トンネル（仮称） 10

事 業 継 続
■今後の対応方針（案）

大規模構造物の検証 評価分類「Ⅰ類」
トンネル断面の縮小など、コスト縮減を図った上で

宮平トンネル(仮称)の整備を推進する。

コスト縮減案

歩道付き 10.5m 歩道無し 8.0m

前回：●億円

（現単価：建設資材・労務単価の高騰）

断面縮小

コスト縮減
●億円 ●億円

※事業費について、今後の工事発注を見据え非公開にしています


